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●海岸線
海岸線は、総延長約650kmに及ぶリアス式海岸
で、とりわけ潮岬を中心とした県南部の海岸は、
黒潮に洗われ景勝に富んでいます。

●気候
和歌山市など県北部は瀬戸内海式気候に属し、
年間を通じて天気や湿度が安定しており、降水量
も少なくなっております。
一方、県南部は太平洋式気候に属し、黒潮の影
響を受け温暖で台風の影響を受けやすく、極めて
降水量の多い地域もあります。また、日照時間は
長く、夏は比較的涼しく冬は暖かい傾向がみられ
ます。

●面積
本県は本州紀伊半島の南西部にあって、北は
大阪府、東は奈良県と三重県、南は熊野灘に接
し、西は紀伊水道を挟んで徳島県と向かい合っ
ています。東西約94km、南北約106kmに及び、
総面積は4,724.65k㎡で、国土の1.25％を占めて
います。本県は古くから「紀（木）の国」と云われ、
面積の大部分は紀伊山系を中心とする1,000m
前後の山岳地帯で、高野山、那智山など古代か
ら親しまれた山々が多くあります。

●河川
河川の多くが、これらの諸山脈に源を発し、流
域を潤して紀州灘や熊野灘に注いでいます。

Ⅰ.県土整備の概要
１．和歌山県の地勢・気象

２．和歌山県の人口の見通し
本県における今後の人口減少のペースは、これまで経験したことのないスピードで進行し、2050年に
はピーク時の約６割（現在の約７割）まで減少することが予測されています。
特に、生産年齢人口の減少が著しく、2050年には高齢者人口とほぼ同数まで縮小する見込みとなっ
ており、建設業をはじめとする社会基盤整備の担い手の減少が予測されます。
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３．県土整備の現状等

約８割に
増加

・橋梁

・トンネル

建設後50年未満 建設後50年以上

【建設後50年以上経過する施設の割合】

和歌山県緊急輸送道路ネットワーク図（2026.3時点）

出典：全国高速道路建設協議会資料（2026.3.5時点）

和歌山県の道路の状況

出典：道路統計年報2024（2023.3.31時点）

道路
本県には、一般国道11路線、県道190路線、市町村道31,629路線の道路があり、改良率は、全国平均より低い状況

です。
高速道路も、2015年紀の国わかやま国体の開催に合わせ整備率が大きく進展したものの、全国と比較すると未

だ低い状況です。
高速道路整備率の推移

今後、建設後50年を経過する橋梁
やトンネルなど重要な道路施設が急
速に増加することから、持続可能な
維持管理を実現する予防保全型
インフラメンテナンスへの本格転換に
向け、老朽化対策を着実に進めてい
きます。

路線数 実延長(km) 改良率(％)

国土交通省管理 3 344 100.0

県　管　理 8 715 69.7

計 11 1,059 79.5

主要地方道 47 933 58.5

一般県道 143 970 37.8

計 190 1,903 48.0

201 2,962 59.3

31,629 10,861 46.0

198 2,618 53.9

13,794 186,089 78.0全国（一般国道＋都道府県道）

県管理道路（県管理国道＋県道）

一般国道

県道

一般国道＋県道

市町村道

新和歌浦線 観光橋
1925年供用（建設後100年）

主桁の鉄筋露出

すさみ古座線 獅子目トンネル
1983年供用（建設後42年）

覆工コンクリートの剥離
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和歌山市内拡大図



本県には、２つの一級水系があります。大台ヶ原（奈良県吉野郡川上村）を水源として県北部を西流
し、紀伊水道に注ぐ紀の川水系と、日本最多雨地帯の大峰山脈に源を発して県東部を南流し、熊野灘
に注ぐ新宮川水系です。両水系には、134の一級河川と44の準用河川があります。一方、二級水系は85
水系あり、317の二級河川と47の準用河川があります。さらに、単独水系には９の準用河川があり、準
用河川は各水系合わせて100河川あります。一級河川は国と県が分担して管理しており、二級河川は
県が、準用河川は市町村がそれぞれ管理しています。
年間降水量は、北部及び紀伊水道、紀州灘沿岸部では1,500～2,000mm程度、南部は2,000mm以上で

山間部の南東斜面では3,500mmを超え、全国でも降水量の極めて多い地域となっています。

←日本一短い川 ぶつぶつ川（2008年10月21日 二級河川指定）

河川

県の主要河川

※1:国管理河川と県管理河川の水系が重複しているため
※2:国管理4河川のうち3河川が県管理河川と重複しているため

(重複河川：貴志川、熊野川、市田川)

F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 W：上水道 P：発電

ダム諸元和歌山県の指定河川

年間降水量分布図

出展：気象庁データ（1991年～2020年）

水系数 河川数 延長(km)

国 管 理 2 4 65.5

県 管 理 2 133 543.7

小 計 2 134 609.2

二級河川 県 管 理 85 317 1,422.0

87 451 2,031.2

準用河川 市町村管理 27 100 99.9

合 計

一級河川

種 別

※1 ※2

かつ

橋本

粉河

善田

長谷毛原

二川

金屋

湯浅

御坊

かつ

海南

和歌

岩出

葛城山

らぎ

山

高野山

花園
板尾

清水

上湯川

美山

古

朝来

日置

護摩

塩崎

白浜

井

日

虎

置川

殿山

ヶ峰峠

野中

栗栖川

龍神（県）

龍神（気）

すさみ

南部

日足

本宮

五味 新宮

那智

下里滝の拝七川ダム

平井

西川

潮岬

七色

松根
色川

小口

3,500mm

3,000mm
2,500mm

2,000mm

1,500mm

壇山

那智勝浦町の粉白地区を流れるぶつぶつ川は、飲めるほど良質な
清水が沸々と湧き出る泉が、さらさらと流れる小川で、その長さは
わずか13.5mしかありません。川底からぶつぶつと湧き出てくる様子
からぶつぶつ川と呼ばれています。

ダ ム 名 単位 二川ダム 広川ダム 椿山ダム 切目川ダム 七川ダム

水 系 名 － 有田川 広川 日高川 切目川 古座川

河 川 名 － 有田川 広川 日高川 切目川 古座川

位 置 － 有田川町二川 広川町下津木 日高川町初湯川 印南町高串 古座川町佐田

形 式 － 重力式コンクリート 重力式コンクリート 重力式コンクリート 重力式コンクリート 重力式コンクリート

堤 高 ｍ 67.4 53.5 56.5 44.5 58.5

堤 頂 長 ｍ 223 166 236 127 154

堤 体 積 ㎥ 209.250 110,000 265,000 67,400 96,240

集 水 面 積 k㎡ 228.8 12.6 396.5 21.9 102.0

湛 水 面 積 k㎡ 0.86 0.20 2.68 0.28 1.79

総 貯 水 容 量 千㎥ 30,100 3,500 49,000 3,960 30,800

有 効 貯 水 容量 千㎥ 19,200 3,250 39,500 3,410 25,400

治 水 容 量 千㎥ 14,400 2,550 35,500 2,400 20,000

不 特 定 容 量 千㎥ － 700 4,000 985 －

計 画 高 水 流量 ㎥/s 3,000 290 4,500 320 1,380

洪 水 調 節 量 ㎥/s 900 250 1,640 190 1,060

河口からの距離 km 38 12 55 23 27

管 理 開 始 年度 年度 1966 1975 1989 2015 1957

目 的 － F･P F･N F･N･P F･N･W F･P



汚水処理
下水道、集落排水施設（農業集落排水、林業集落排水、漁業集落排水）及び合併処理浄化槽のそれぞれ

の特長を活かした効率的、効果的な汚水処理施設の整備を推進しています。

砂防

都市公園は、人々のレクリエーションの空間となるほか、都市の防災性の向上など様々な機能を持
ち、快適で安全な生活を実現する上で必要不可欠なものです。都市の緑とオープンスペースの保全、創
出からも、総合的かつ計画的に整備する必要があります。

県土整備部では７箇所の都市公園と３箇所の公園施設を維持、管理しています。

公園名 所在地 供用面積 公園種別 供用開始 主要公園施設

紀三井寺公園 和歌山市 17.66ha 運動公園 1964.4.1 陸上競技場、野球場、球技場、テニス場、登はん場

和歌公園 和歌山市 43.66ha 風致公園 1895.12.28 健康館、万葉館、野外ステージ、万葉の小路、観海閣

河西緩衝緑地河西公園 和歌山市 31.49ha 緩衝緑地 1974.7.1 プール、多目的グラウンド、テニス場

河西緩衝緑地湊緑地 和歌山市 2.95ha 緩衝緑地 1987.6.1 テニス場、ソフトボール場

河西緩衝緑地松江緑地 和歌山市 6.20ha 緩衝緑地 1987.6.1 テニス場

河西緩衝緑地西松江緑地 和歌山市 6.17ha 緩衝緑地 1993.4.1 体育館、野球場、サッカー場

河西緩衝緑地東松江緑地 和歌山市 5.62ha 緩衝緑地 2005.4.1 中央広場、みんなの原っぱ

都市公園

県土整備部管理の公園施設

県土整備部管理の都市公園

公園施設名 所在地 供用面積 供用開始

秋葉山公園県民水泳場 和歌山市 2.65ha 2013.9.1

県営相撲競技場 和歌山市 0.33ha 2013.4.1

県立橋本体育館 橋本市 1.72ha 1999.9.13

本県は県土の約80％が急峻で脆弱な山
地におおわれている上に、全国有数の多
雨地帯に位置することから、土石流、地
すべり、がけ崩れなどの土砂災害が毎年
のように発生しています。
このため、県では犠牲者ゼロを目指し

て、ソフト対策とハード対策が一体と
なった土砂災害対策を進めています。

●都市公園の機能
・都市環境維持、改善の機能（気温の緩和、
大気汚染の浄化）

・防災機能（避難場所、延焼防止等）
・景観形成機能（都市景観の形成等）
・健康、レクリエーション機能（運動、休養、

環境学習等の場）

（年度）

(件)



海岸線約650kmに面している本県には、国際拠点港湾の和歌山下津港、重要港湾の日高港のほか、
新宮港など13の地方港湾があり、人流面、物流面において海の玄関口として重要な役割を果たして
います。地方港湾の中で由良港と勝浦港については、避難港にも指定されています。
本県ではこれらの港湾を活用し、クルーズ客船の誘致を行っています。県内におけるクルーズ客船

の寄港回数は、新型コロナウイルス感染症の流行、拡大を受け、2020年にはクルーズ客船の運航休止
が相次いだものの、官民連携の継続的な誘致活動により、2023年には20回を記録し、2025年には過去
最多となる39回となりました。
クルーズ客船の寄港は港を中心とした地域の賑わいを創出し、また地域経済を刺激する効果が大

きいため、市町村及び関係団体と協力し、安全面を重視した受入体制の構築を重視しつつ、従来の制
度を拡充した「クルーズ客船誘致助成制度」を活用し、引き続き誘致に取り組んでいます。

備 考和歌山県全国

15932港 湾 数

０５国 際 戦 略 港 湾

和歌山下津港１18国 際 拠 点 港 湾

日高港１102重 要 港 湾

文里港、
湯浅広港他13807地 方 港 湾

新宮港（１）(13)（ う ち 特 定 地 域
振 興 重 要 港 湾 ）

由良港、
勝浦港（2）(35)（ う ち 避 難 港 ）

（2026年4月現在）

空港

港湾の種類と数 クルーズ客船の寄港実績

港湾・漁港

熊野白浜リゾート空港の概要

（年度）

熊野白浜リゾート空港（正式名称：南紀白浜空港）は、和歌山県の空の玄関口として1968年に開港して以
来、紀南地方を中心に産業、経済、文化の振興等、アクセス拠点として大きな役割を果たしています。
新たに完成した国際線ターミナルビルを活用し、2023年度にはベトナムや韓国からの国際チャーター

便の受入れを行うとともに、2024年１月には「熊野白浜リゾート空港」と愛称を設定することで国内外か
らの多くの利用促進を図っています。
2022年度以降、年間20万人を超える利用者数で推移しております。

741,000㎡告示面積

89.4ｍ標高

8時30分から20時（11時間30分）運用時間

長さ2,000ｍ×幅45ｍ
（2000年9月延長供用開始）

滑走路

ジェット機用 3バース
小型機用 5バース

エプロン

熊野白浜リゾート空港⇔羽田空港
（1日3往復）
日本航空 B737-800（165席）

就航路線

220台（有料） 300台（無料）駐車場

JR白浜駅からバスで約20分
タクシーで約10分

アクセス

年度別 搭乗者数・平均搭乗率の推移（2018年度～)

また、94の漁港（内、県管理漁港７漁港）があり、流通拠点漁港が５漁港、生産拠点漁港が15漁港が
あります。その中で、阿尾漁港と有田漁港については避難漁港として位置付けされています。

（人） （％）

※2025年度は４～２月までの実績
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４．令和８年度当初予算における県土整備部の重点施策

５年
計画（H27.９）

５．和歌山県 県土整備部所管 事業予算の推移
【県土整備部関係の投資的事業費及び維持修繕事業費の推移】

※R8については当初予算額。R7以前については補正予算含む。
※災害除く。市町村への補助金含む。

（億円）

（年度）

【道路ネットワーク強化】
国内外の活発な人流・物流を地域に呼
び込むため、また、半島防災の観点から
南海トラフ地震等の大規模災害に備える
ため、紀伊半島一周高速道路など道路
ネットワークを強化

（平成29年３月） 10年計画

【熊野白浜リゾート空港利用促進】
羽田線４往復８便化に向け、利用促進施
策の実施や、空港周辺の交通アクセスを
強化するとともに、国際チャーター便の誘
致に向けた航空会社への営業活動等を
実施

国際化を踏まえた産業の振興
地域内外の交流の活性化

【流域治水対策】
気候変動による水災害の激甚化、頻発化に対応するため、流域全体のあらゆる関係者が協

働してハード、ソフト事業に一体的に取り組む「流域治水」を推進

【津波から“逃げ切る！”ための堤防等整備】

津波避難困難地域における居住者の避難時間を確保するとともに、津波避難困難地域外の

経済被害を抑え、早期の復旧・復興につなげるための対策として、港湾、漁港の防波堤等の嵩

上げや、耐震化等の整備を実施

【インフラ老朽化対策】

予防保全型インフラメンテナンスへの本格転換に向け、橋梁やトンネル、河川・港湾施設など、

深刻化するインフラの老朽化対策を着実に実施

防災・減災、県土強靱化



６．和歌山県総合計画

今後、人口減少・超少子高齢化の加速、デジタル技術の進展に加え、脱炭素・循環
型社会への構造転換が求められるなど、社会が急速に変化する中で、より豊かで持
続可能な社会・経済を創生するため、2040年に実現したい和歌山の将来像を

「人口減少や気候変動に適応した、持続可能で心豊かな和歌山」

「個人が尊重され、あらゆる分野で個性輝く和歌山」

と表現しています。

【県土整備部の主な取組】

海外の活力を取り込む

・熊野白浜リゾート空港の機能強化、船舶大型化に向けた港湾施設の改良

産業の創造力と生産性を高める

・産業用地開発に向けたインフラ整備、新たな観光ルートの形成に資する道路整備

つながりを拡げて、暮らしを守る

・広域交通ネットワーク(道路,空港,港湾)の構築、効率的・効果的なインフラマネジメント

安全な社会基盤を築き、さまざまな脅威から命を守る

・道路ネットワーク強化、流域治水の推進、港湾・漁港等の耐震化、インフラ老朽化対策



大阪国際空港

神戸空港

関西国際空港

和歌山下津港

日高港

熊野白浜リゾート空港

京奈和関空
連絡道路
※調査中

和歌山環状
北道路
※調査中

国道42号
有田海南道路

印南IC～南紀田辺IC間
４車線化

国道169号
奥瀞道路(Ⅲ期)

すさみ串本道路
（2027年夏開通予定）

串本太地道路すさみ古座線
（周参見～添野川）

新宮港

新宮道路

野上清水線
(梅本～坂本)

国道168号
（相賀高田工区）
（相須工区）

岡田大野中線
（岡田）

文里湾横断道路
（文里二丁目～神島台）

御坊由良線
（大引～小引）

国道480号
(相ノ浦～花園梁瀬工区)

泉佐野打田線
(重行～打田)

国道424号
(福井工区)

山内恋野線
(隅田町芋生)

１．道路

【サイクリングロードの整備】
○WAKAYAMA800 

全長約800kmの「川・山・海」の３つのサイクリングロード。
紀の川の河川敷を利用した専用道路化を進めています。

○太平洋岸自転車道（ナショナルサイクルルート）
千葉県銚子市から和歌山市に至る延長1,487kmの自転車道。
矢羽根型路面表示の設置など、利用環境の向上に取り組んでいます。

【まちなかの自転車走行空間整備】
市街地において、自転車の走行位置を明確にし、歩行者と自転車の

安全性を高めるため、矢羽根型路面表示等の整備を進めています。

「川」のサイクリングロード

太平洋岸自転車道

WAKAYAMA800ルート図

地域の魅力を楽しみながらの観光や健康づくりを促進するため、
利便性や安全性を備えた自転車走行空間の整備に取り組んでいます。

●ルート名

川のルート

山のルート

海のルート

伊

島
一

周

半紀

【高速道路ネットワーク等の整備】
○紀伊半島一周高速道路

・国による整備
すさみ串本道路（2027年夏開通予定）の工事を推進
串本太地道路、新宮道路の用地取得や工事を推進

・西日本高速道路株式会社による整備
印南IC～南紀田辺IC間の4車線化の工事を推進

○国直轄道路
国道42号有田海南道路、国道169号奥瀞道路（Ⅲ期）の
工事を推進

○高規格道路（調査中区間）
京奈和自動車道などの整備効果をさらに波及させるため、
「和歌山環状北道路」や「京奈和関空連絡道路」の早期
実現に向けた取組を推進

【幹線道路網等の整備】
○幹線道路網

国道168号、国道424号、国道480号、
すさみ古座線、泉佐野打田線、野上清水線等の工事を推進

○都市内道路
岡田大野中線、文里湾横断道路等の工事を推進

○基本的生活に不可欠な道路
御坊由良線、山内恋野線等の工事を推進

防災・減災、県土強靱化
地域内外の交流の活性化

道路ネットワークの強化

自転車走行空間整備 観光地域づくり

国内外の活発な人流・物流を地域に呼び込むため、
また、半島防災の観点から南海トラフ地震等の大規模
災害に備えるため、紀伊半島一周高速道路など道路
ネットワークを強化しています。

Ⅱ．主要な取組

泉佐野打田線
（紀の川市）

すさみ串本道路
（すさみ町～串本町）

御坊由良線
（由良町）



予防保全型インフラメンテナンスへの本格転換に向け、橋梁やトンネルなど深刻化するインフラの老朽化対策を
着実に実施しています。

こどもや高齢者が安心して生活できるよう、計画的に歩道
を整備するとともに、通学路の合同点検に基づく安全対策や、
死傷事故が多い交差点の安全対策などを進めています。

【歩道整備】
○新和歌浦梅原線（和歌山市）

○宇久井港線（那智勝浦町） など

【道路付属物】

○門型標識（和歌山阪南線）

・塗装の劣化により腐食が進行し鋼材の断面が減少

→支柱を更新することで、倒壊するリスクを低減

和歌山海南線（和歌山市）

対策前 対策後

対策前 対策後 【法面対策】

○ 国道169号（第２次緊急輸送道路）

・コンクリートにより道路法面を保護することで、

豪雨等による法面被災に伴う通行止めリスクを軽減

【橋梁耐震化】

○和歌山橋本線（第１次緊急輸送道路）

・落橋防止装置の設置による橋梁耐震化を行うことで、

地震等による橋梁被災に伴う通行止めリスクを軽減

対策前 対策後

対策前 対策後【無電柱化】

○ 粉河加太線（第１次緊急輸送道路）

・電線を地下に埋設し無電柱化することで、

台風による電柱倒壊等に伴う通行止めリスクを軽減

南海トラフ地震等の大規模災害時における避難・救助や物資供給等の応急活動を支えるため、橋梁耐震化、
法面対策、無電柱化など、緊急輸送道路等の防災・減災対策を進めています。

落橋防止対策

防災・減災対策 防災・減災、県土強靱化

インフラ老朽化対策 防災・減災、県土強靱化

交通安全対策 交通安全

対策前 対策後
【橋梁】

○新橋（和歌山海南線）

・劣化によりコンクリート部材に鉄筋露出や剥落が発生

→補修工事を行うことで橋梁の長寿命化を推進

【トンネル】

○紀見隧道（国道371号）

・トンネル湧水が覆工壁面を伝い拡散

→導水樋により湧水を集約し排水することで、周辺の設備等

に対する影響を低減

対策前 対策後

対策前 対策後



２．河川、砂防、下水道

熊野川（輪中堤）整備状況

【河川の整備】

台風や豪雨等により、県内各地で浸水被害や土砂災害が発生しています。

和田川(2012年６月)

大塔川(2018年８月）

那智川(2011年９月)

熊野川(2011年９月)

江川(2015年７月) 田辺市伏菟野地区(2011年９月)

紀美野町梅本地区(2017年10月)

【流域治水の推進】
気候変動を踏まえ、流域のあらゆる関係者で行
う水災害対策「流域治水」に取り組んでおり、20水
系で「流域治水プロジェクト」を策定しています。
各関係機関との連携をより強固にして、治水対
策をさらに加速化しています。

出典：国土交通省ホームページ

「流域治水」のイメージ

※流域面積カバー率 ＝

河川整備計画策定状況（2026年１月時点）

【災害復旧】

七瀬川（河道拡幅）整備状況

台風や豪雨により、公共土木施設が被災した場
合、国の災害復旧事業を活用し、速やかな復旧を
行っています。

災害復旧助成事業によって復旧した那智川
（2011年発生災害）

浸水被害の軽減に向け、河川整備計画に基づき七
瀬川や熊野川などで河道拡幅や護岸整備などを進め
ています。
河川整備計画は、19水系４圏域で策定済であり、流
域面積の約９割※に及んでいます。

亀の川(2023年６月）

整備計画策定面積

流域面積（一級河川・二級河川）

【近年の主な災害】

風水害、土砂災害対策 防災・減災、県土強靱化



配管設備補助配管設備補助

設置補助

その他補助 不要となる既存浄化槽の撤去または有効活用

下水道等整備区域以外では、合併処理浄化槽の整備を促進
します。特に、合併処理浄化槽への転換については、補助メ
ニューの拡充を図り、整備を促進しています。

伊都浄化センター【下水道の整備推進】

【合併処理浄化槽の整備促進】

【土砂災害警戒区域等の周知】
那智勝浦町にある和歌山県土砂災害啓発センターで
は、大規模土砂災害対策技術センターなどと連携し、土
砂災害に関する研究活動を進めるとともに、土砂災害に
関する啓発活動や情報発信を行っています。

【土砂災害に関する研究・啓発の推進】

NHK、テレビ和歌山（ｄボタンで）

那賀浄化センター

迅速な避難行動の支援として、県HP及びNHKやテ
レビ和歌山のデータ放送では、河川水位、雨量、防
災気象情報など、リアルタイムの情報を見ることが
できます。
また、 YouTubeでは河川の状況をLive配信してい

ます

防災拠点や避難場所のほか、老人ホームなどの要
配慮者利用施設を守るため、砂防堰堤等の施設整備
を重点的に実施しています。

【河川水位等の防災情報の提供】

防災学習の様子

区域指定のイメージ

土砂災害警戒区域
（イエローゾーン）
［土砂災害のおそれのある区域］
・市町村地域防災計画への記載
・警戒避難体制の整備
・ハザードマップの作成 等

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）
［建物が破壊され、住民に大きな被害が生じるおそれのある区域］
・建築物の構造規制
・特定の開発行為に対する許可制
・建築物の移転 等

土砂災害のおそれのある区域について、土砂災害防
止法に基づく土砂災害警戒区域等に指定するととも
に、周知を行っています。

流域下水道事業として、伊都、那賀浄化センターの整備を
推進するとともに市町村が実施する公共下水道事業を促進し
ています。

本県の汚水処理人口普及率は2024年度末で72.0％と、全国
平均の93.7％に比べて低く、下水道や合併処理浄化槽等の
それぞれの特長を生かした効率的、効果的な汚水処理施設
の整備を促進しています。

浄化槽

【土砂災害防止施設の整備】

【県内ダムの事前放流】
洪水被害の軽減を図るた

め、県内１０ダムにおいて
事前放流を運用しています。

事前放流のイメージ

※本運用により期待できる治水効果には限界があります。避難行動等を合わせた防災対策をお願いします。

砂防堰堤整備状況
（三又谷川：日高川町）

がけ崩れ対策状況
（日足地区：新宮市） 県HP(和歌山県河川／雨量防災情報)

YouTubeによるLive配信映像
（アドレスは最終ページ参照）

風水害、土砂災害対策 防災・減災、県土強靱化

生活排水処理の向上 住みやすい、住み続けたいまちづくり

殿山ダム

七川ダム

二川ダム

広川ダム

有田川

広川

日置川
古座川

椿山ダム

島ノ瀬ダム
日高川

南部川
切目川

切目川ダム

県管理多目的ダム

関西電力㈱管理ダム

その他の管理ダム

N

県管理多目的ダム

関西電力㈱管理ダム

県管理多目的ダム

関西電力㈱管理ダム

その他の管理ダム
山田ダム

七色ダム

小森ダム

紀の川

熊野川

ダム位置図



○改善：外壁改修工事、防水改修工事、エレベーターリニューア
ル、共用部照明LED改修を実施。

○建替：2024年５月、串本町に津波避難ビル機能を有する県営
住宅が竣工。また、御坊市の下富安団地建替設計に着手。

長寿命化計画に基づく改善及び建替により、安全性、居住性の向上
を図り、低廉で良好な県営住宅の提供を行っています。

３．都市、住宅

県、市町村、学識経験者等で組織する和歌山県空家等対策
推進協議会を設立し、危険性のある空き家に対処するための
技術的な基準づくりや、空き家発生予防の観点から所有者に対
して相談会やセミナーの開催、また専門家による相談窓口の
設置など空き家の状態に応じた対策を総合的に推進していま
す。

【空き家対策】

【県営住宅の改善・建替】

【木造公共建築物の整備促進】

和歌公園「観海閣」の復元的整備
（2026年３月竣工）

地震津波対策型移転 【木造・非木造】
地域内:(2021年度~) 地域外:(2025年度~)
除却費用や津波避難困難地域外への建替費
用の一部を補助

耐震ベッド、耐震シェルター補助 (2015年度~)
【木造】設置費用の一部を補助

耐震改修サポート事業 (2009年度~) 
【木造】耐震改修の専門家を無料で派遣し、
各種相談や改修プランの提案等を実施

補強設計または現地建替設計 (2009年度~)
【木造・非木造】耐震補強設計費の一部を補助

耐震改修または現地建替工事 (2004年度~)
【木造・非木造】耐震改修費の一部を補助

【住宅の耐震化】

耐震診断 (2004年度~) 【木 造】耐震診断士を派遣し、無料で診断を実施
【非木造】耐震診断費の一部を補助

木 造：2000年5月31日以前に着工された住宅
非木造：1981年5月31日以前に着工された住宅

補助対象

補強設計と耐震改修の総合的な支援
【木造・非木造】 (2018年度~)
補強設計と改修費の全部または一部を補助
住民ニーズに応じた支援を実施
・一般改修型 ※現地建替も対象
・避難重視型
・１階改修型（2025年度～)

県営住宅串本団地(2024年５月竣工)

和歌山県木材利用方針に基づき、低層公共建築物は原
則木造とし、ドクターヘリ格納庫や障害児者サポートセ
ンター屋内プールでは、紀州材の無垢材を使用した屋根
架構により大空間を実現するなど、木造化を積極的に推
進しています。
併せて、現場見学会の開催や木造化事例等の情報を提

供することにより、市町村建築物の木造化促進に取り組
んでいます。

ドクターヘリ格納庫 障害児者ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ屋内ﾌﾟｰﾙ

P
新串本団地の写真に更新予定
（現在足場解体中のため）

空き家率の推移
（2023年住宅・土地統計調査（総務省））

（年度）

（件）

和歌山県 空き家率、全国第２位宅地や農地、森林等の土地の用途にかかわらず発生し
得る危険な盛土等による災害から県民の生命、財産を守る
ため、2025年５月から盛土規制法の運用を開始し、県内に隙
間のない規制を行い、災害の防止に取り組んでいます。

【危険な盛土等の対策】

緊急輸送道路沿道建築物の耐震
診断を義務化、対象となる旧耐震建
築物の耐震化の支援を実施していま
す。

【沿道建築物の耐震化】

耐震診断（2021年度~）
補助率：10/10

耐震設計（2021年度~）
補助率：5/12

耐震改修（2021年度~）
補助率：11/30（5,500万円上限）

※建築物の除去及び建替を含む

賑わいのある魅力的なまちづくり 住みやすい、住み続けたいまちづくり

「命を守る」住宅、建築物の耐震化促進 防災・減災、県土強靱化

【良好な景観の保全・形成】

地域特性に応じた景観形成基準や届出対象行為を定め、景観の誘
導を行うとともに、予防保全型の景観まちづくり、市町村の景観計画
策定の支援など、和歌山県らしい良好な景観形成を推進しています。

【コンパクトなまちづくりの推進】
立地適正化計画を策定する市町への支援や、主要な駅周辺エリア

の再整備による都市機能の集約など、人が集まり住み続けたくなる
まちづくりを推進しています。

【歴史まちづくりの推進】

市町村の歴史的風致維持向上計画策定を支援するとともに、県所
有の和歌公園「観海閣」の復元的整備を行うなど、地域の歴史や文
化遺産等の保全・活用による歴史まちづくりを推進しています。



４．港湾、漁港、海岸、空港

本県には、15の港湾があり、国際拠点港湾の和歌山下津港、重要港湾の日高港のほか、新宮港など13の地方
港湾があります。地方港湾の中で由良港と勝浦港については、避難港にも指定されています。

また、94の漁港（内、県管理漁港７漁港）があり、流通拠点漁港が５漁港、生産拠点漁港が15漁港があります。

その中で、阿尾漁港と有田漁港については避難漁港として位置付けられています。

防波堤整備 (由良港) 防波堤の改良（串本漁港）

由良町

日高町

防波堤北

防波堤南

堤防等の整備による避難時間確保のイメージ

湯浅広港（湯浅町、広川町）
日高港海岸（御坊市、美浜町）、文里港海岸（田辺市）

【高潮・高波浪対策の推進】

台風などの異常気象による、高潮・高波浪対策として、防波堤の改良や離岸堤の新設、護岸の嵩上げ等の
整備を行っています。

津波避難困難地域解消のための整備

（那智勝浦海岸）

〇東海・東南海・南海3連動地震による津波避難困難地域解消のための対策として、堤防等の嵩上げ、耐震化等
の整備を行っています。

【津波から『逃げ切る！』支援対策プログラムの推進】

那智勝浦海岸（那智勝浦町）

○津波避難困難地域以外の地域でも、津波による被害が想定されることから、経済被害を抑え、早期の復旧・復
興につなげるための対策として、防波堤等の改良、整備を行っています。

・港湾
由良港（由良町）
文里港（田辺市）
新宮港（新宮市、那智勝浦町）

・漁港
箕島漁港（有田市）、塩屋漁港（御坊市）
堺漁港（みなべ町）、田辺漁港（田辺市）
有田漁港（串本町）、串本漁港（串本町）

【漁業の早期再開復旧の推進】

岸壁の耐震化（阿尾漁港）

和歌浦漁港（和歌山市）、阿尾漁港（日高町）
印南漁港（印南町）、田辺漁港（田辺市）
周参見漁港（すさみ町）、太地漁港（太地町）

近い将来、南海トラフにおいて、大地震が発生することが見込まれており、地震発生時の重大な被害が懸念
されています。県では、津波から住民の命を守るため、その対策に取り組んでいます。

被災後における漁業活動の早期再開復旧を
行うための対策として、主要な岸壁の耐震化等
の整備を行っています。

岸壁の耐震化（田辺漁港）

港湾、漁港、海岸の改良、整備 防災・減災、県土強靱化



港湾の利用促進 地域内外の交流の活性化

国際化を踏まえた産業の振興

【空港の利用促進】

国際線ターミナルビル

国際チャーター便の運航
（大韓航空 2026年２月）

熊野白浜リゾート⇔東京羽田線は、朝、昼、夕方の３往復(６便)
を定期運航しています。 国内線は2022年度以降、年間20万人を超
える利用者数で推移しております。また、2023年以降、新しく完成
した国際線ターミナルビルを活用して、ベトナムや韓国・台湾から
の国際チャーター便の運航を誘致しました。
今後も国内定期便の増便に向けた需要喚起、国際線誘致、空港の

アクセス改善等により、空港の利用促進を図ります。
また、航空機の大型化等に対応し、海外、首都圏等からの更なる

観光客等の誘致を図るため、滑走路延伸(2,000ｍ→2,500ｍ)に向け
た準備を進めています。

クルーズ客船の寄港実績（暦年）

和歌山下津港（和歌山市） 泊地の整備

【整備事業】

【クルーズ客船の寄港促進】

【RORO船の定期就航】

RORO船
（和歌山下津港）

RORO船とは、トラックやシャーシ（荷台）の車両を
そのまま船に積み込んで輸送する貨物船です。労働時
間規制による運転手不足への対応、CO2排出削減の課
題解決に資する輸送手段として期待されています。
和歌山下津港には、2022年10月から毎週土曜日に千

葉港へ向かう定期RORO船が就航しています。

クルーズ客船の寄港は、港だけでなく周辺地域にも経済効果を与えます。
2020年度は新型コロナウイルス感染症によりクルーズ客船の運航休止が相次いだものの、官民連携の継

続的な誘致活動により、寄港数が堅調に増加し、2025年には過去最多の39回を記録しました。

地域の基幹産業の競争力強化のための水域（泊地）施
設の整備を進めています。

熊野白浜リゾート空港（正式名称：南紀白浜空港）は、和歌山県の空の玄関口として、1968年に開港しま
した。民間の能力を活用した効率的なサービスを提供できるよう、2019年４月から(株)南紀白浜エアポート
が運営しています。2024年１月には「熊野白浜リゾート空港」と愛称を設定し、国内外から数多くの利用客が
訪れるよう、誘客促進を図っています。

（人）

【2025年3月～10月 和歌山下津港に寄港したスター・ナビゲーター】

接岸中のスター・ナビゲーター 賑わう岸壁の様子

地域内外の交流の活性化
熊野白浜リゾート空港の利用促進

※2025年度は４～２月までの実績

161,570 177,135
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６．担い手確保の取組

５．円滑な事業推進に向けた取組

７．インフラDXの取組

【和歌山県内の建設業界の現状と課題】

【地籍調査の推進】
南海トラフ地震や激甚化・頻発化する豪雨災害に備え、被災後の迅速な復旧・復興のためにも、土地の権利

関係を明確にした現地復元性のある地図の整備を進めることができる地籍調査に、市町村とともに取り組んで
います。

【新公共調達制度の取組】

本県では、平成２０年６月に不良不適格業者の排除、品質確保などを目的に新公共調達制度を導入し、県内
業者の受注機会の確保に最大限努めるなど、県内業者の育成に取り組んでいます。
また、近年の資材単価や労務単価の上昇に対して、引き続き、最新の市場の実態を反映させた予定価格を設

定するとともに、契約後の著しい物価高騰等にも適切に対応するスライド条項を運用するなど、建設業が持続
的かつ健全に発展できるよう取り組んでいます。

【安全衛生関連の取組】

工事事故を未然に防止し、工事が安全に施工されるよう各発注機関と労働基準監督署等関係機関との合同安
全パトロールを実施し、県発注工事の建設現場の安全確認を行っています。

建設産業は、地域の雇用や経済を支え、社会資本の
整備や災害時に地域の安全・安心の確保を担う、本県
の主要かつ重要な産業です。

本県の建設業就業者数の推移を見ると、2020年度で
は2005年度と比べ建設業全体で約20%減少し、特に35
歳未満の就業者数は半減しています。

このことから、新４Ｋ（給与がよい、休暇がとれる、
希望がもてる、かっこいい）を実現し、担い手を確保
していくことが喫緊の課題となっています。
【担い手確保の取組】

原則、全ての工事における完全週休
２日(土日)工事の実施やＩＣＴを活用
した生産性の向上など、建設業におけ
る働き方改革を図るとともに、小中学
生に対しては建設業の魅力や働きがい
を伝えるため、ドローンの操縦等の体
験学習を開催しています。

また、県内建設系団体が実施する建
設業の魅力発信事業の支援にも取り組
んでいます。

建設業の魅力を多くの人に知ってい
ただくため、これらの取組をSNSを用
いて広く発信しています。

ドローン操縦体験ICT活用工事
（３次元設計データ及びICT建機による施工）

【土木行政のシステム基盤整備】

県内の各事務所が保管している管内の建築
計画概要書（紙）をデータ化して、検索閲覧
できるシステムを整備します。各窓口の端末
で当システムを利用することにより、県内全
域の概要書を検索(閲覧等)可能となります。
また道路種別地図（紙）を地理情報データ

化してＷＥＢ上で広く公開し、いつでも、ど
こからでも閲覧できるようにすることで、県
民等の利便性の向上を図ります。

【建築行政のシステム基盤整備】 【画像解析技術を利用した流量観測】

河川監視カメラ画像で河川流量を自動
的、連続的に観測することで、安全かつ
正確な流量を把握することができます。

波紋や浮遊物等の動き
から流量を算出

約20%減少

35歳未満
約50%減

３次元設計データ作成

３次元設計データに基づく
ICT施工

タブレットによる遠隔臨場

○県土整備データ共有プラットフォームの構築
公共施設の各種データを一元管理することで、維持管理の効率化を図っています。
(一元管理するデータ) 
・建設工事等の電子成果品
・公共施設の法定台帳、施設台帳、点検データ、修繕データ等

○タブレットの配備
現場担当職員にタブレットを配備し、現場の状況を遠隔臨場により確認するなど、
業務の効率化を図っています。



１．県土の主な出来事

Ⅲ．巻末資料

南海道地震死者行方不明269名
1946年度

（昭和21年）

和歌山港が和歌山下津港となり、開港場
に指定

1948年度
（昭和23年）

梅雨前線豪雨（7月17日～18日）
死者615人、行方不明431人、家屋の全
壊流出8,682戸、被災者総数250,000人

1953年度
（昭和28年）

七川ダム完成
1956年度

（昭和31年）

伊勢湾台風来襲、死者行方不明18名
1959年度

（昭和34年）

高野山有料道路開通
和歌山下津港港湾計画（新規）承認

1960年度
（昭和35年）

第二室戸台風来襲、死者行方不明16名
1961年度

（昭和36年）

和歌山下津港青岸埋立整備事業完成
1962年度

（昭和37年）

白浜有料道路開通
1963年度

（昭和38年）

宇治浄化ポンプ8㎥/s完成
1964年度

（昭和39年）

和歌山下津港が特定重要港湾に指定
宇久井港埋立整備事業完成

1965年度
（昭和40年）

県道粉河加太線完成
海南港埋立整備事業完成

1966年度
（昭和41年）

国道26号バイパス 紀の川大橋開通
二川ダム完成
和歌山南港（木材港）埋立整備事業完成

1967年度
（昭和42年）

潮岬有料道路開通
国道42号 全線一次改築完成
南紀白浜空港開港、滑走路1,200ｍ供用
開始、東京̶白浜間に定期航路開設

1968年度
（昭和43年）

第26回全国国民体育大会開催
国道168号 高田口トンネル・吊鐘トンネル開
通
県道新和歌浦線 新和歌浦トンネル開通
和歌山・海南両市に市街化区域と市街化調
整区域設定
紀三井寺運動公園 整備完了
和歌山下津港万トン埠頭第１バース完成

1971年度
（昭和46年）

県道路公社を設立
1972年度

（昭和47年）

都市計画法に基づく新用途地域決定
1973年度

（昭和48年）

阪和自動車道 海南～阪南開通
県道本宮古座川線一部開通
河西県民プール 完成
和歌山下津港万トン埠頭第2バース完成

1974年度
（昭和49年）

県道かつらぎ高野線 梨木峠改良工事完成
県道市鹿野朝来停車場線 卒塔婆トンネル開
通
広川ダム完成

1975年度
（昭和50年）

国道170号（現国道371号）橋本バイパス開通
由良港網代高潮ポンプ場完成
由良港海岸高潮対策完成

1976年度
（昭和51年）

和歌川ポンプ10㎥/s完成
1978年度

（昭和53年）

新川（上富田町）新隧道完成
新宮港港湾整備（第１期）事業完成
文里港排水事業完成

1979年度
（昭和54年）

高野龍神スカイライン開通
紀の川流域下水道（伊都処理区）事業着手
河西公園完成
和歌山下津港片男波海水浴場オープン

1980年度
（昭和55年）

湯浅広港排水機場完成
1981年度

（昭和56年）

田辺十津川線 上秋津川バイパス完成
紀三井寺ポンプ10㎥/s完成

1982年度
（昭和57年）

海南湯浅道路開通
国道42号 有田バイパス 有田大橋開通
和歌山下津港万トン埠頭第3、第4、第5バー
ス完成

1983年度
（昭和58年）

和歌山下津港中国青島港と友好港提携締結
和歌山下津港北港魚釣り公園オープン

1984年度
（昭和59年）

国道42号 田辺バイパス開通
杭ノ瀬ポンプ6㎥/s完成
「関西国際空港関連施設整備大綱」閣議決定
和歌山下津港黒江排水機場完成

1985年度
（昭和60年）

市田川排水機場及び水門完成
和歌山下津港青岸橋完成

1986年度
（昭和61年）

国道24号 岩出バイパス全線開通
国道311号 朝来バイパス開通
河西緩衝緑地オープン

1987年度
（昭和62年）

県道泉佐野打田線開通
中小高橋川完成

1988年度
（昭和63年）

椿山ダム完成
和歌川高潮ポンプ15㎥/s完成
新宮港関税法上の開港指定
和歌山マリーナシティ株式会社（第3セクター）
設立

1989年度
（平成元年）

和歌山下津港片男波地区第2期計画完成
1991年度
（平成3年）

紀ノ川河口大橋（みなと大橋）開通
小規模池野山川完成
和歌山下津港毛見地区埋立整備事業第一工
区竣工

1992年度
（平成4年）



県道田辺印南線 新鶴の湯バイパス開通
県道泉佐野岩出線 森バイパス開通
湊神前線 宮前跨線橋供用開始
伊都浄化センター通水
田口川砂防公園（吉備町）完成
和歌山下津港和歌山本港区－13m岸壁（ガント
リークレーン）供用開始

2001年度
（平成13年）

不動谷川（高野町）通常砂防事業完成
小長井地区（太地町）特定利用斜面保全事業完成
龍神温泉浄化センター通水（県代行）
長距離フェリー航路（川崎～那智勝浦～宮崎）の開設
（株式会社マリンエキスプレス）

2002年度
（平成14年）

阪和自動車道 御坊IC～みなべIC開通
国道26号 和歌山北バイパス開通
国道425号 小家谷拡幅開通
国道371号 相瀬～立合バイパス開通
国道371号 高野龍神スカイライン無料開放
北山村道市老谷線 不動トンネル開通
有田川洪水予報開始

2003年度
（平成15年）

湯浅御坊道路 広川南IC完成
都市計画道路 西脇山口線 平井工区開通
県道すさみ古座線 曲利バイパス開通
県道花園美里線 花園美里トンネル開通
ふるさと林道 小匠小森川線全線開通
ふるさと農道 竜門地区開通
日高川洪水予報開始
日高港（塩屋地区）供用開始

2004年度
（平成16年）

海南湯浅道路 近畿自動車道紀勢線へ編入
国道168号 七色高架橋・土河屋トンネル開通
国道480号 須谷バイパス開通
国道168号 熊野川本宮道路開通
湊神前線西開通
農免道路塩屋地区 全線開通
極楽谷川（高野町）通常砂防事業完成
河西緩衝緑地東松江緑地完成

2005年度
（平成17年）

京奈和自動車道 橋本道路 橋本IC～高野口
IC・橋本東IC～県境開通
国道480号 平道路 東谷～萩原開通
国道371号 橋本高野橋開通
国道371号 橋本バイパス 東家～市脇開通
国道480号 三田バイパス開通
国道370号 美里バイパス 福田～野中開通
国道480号 梨子ノ木バイパス 志賀高野山トン
ネル開通
新宮港Ⅱ期埋立工区供用開始

2006年度
（平成18年）

京奈和自動車道 橋本道路 橋本東IC～橋本IC開通
那智勝浦新宮道路 新宮～那智勝浦IC開通
阪和自動車道 みなべIC～南紀田辺IC開通
国道371号中南バイパス開通
国道425号大峠拡幅開通
町道 紀州サン・リゾートライン開通（県代行）
土砂災害警戒情報開始
県庁舎南別館完成、移転

2007年度
（平成19年）

都市計画道路 西脇山口線 坂田工区開通
国道169号 奥瀞道路開通
国道169号 宮井バイパス開通
国道168号 越路道路開通
泉佐野岩出線 新風吹トンネル（上り）開通
志原地区（白浜町）特定利用斜面保全事業完成
那賀浄化センター通水
文里港 －5.5m岸壁 供用開始

2008年度
（平成20年）

阪和自動車道 和歌山北IC開通
京奈和自動車道 紀北西道路起工式
都市計画道路 西脇山口線 善明寺工区開通
国道371号 温川バイパス全線開通
国道424号 修理川バイパス全線開通
国道480号 平道路全線開通
県道泉佐野岩出線 国道24～府県境全4車線開通
県道芳養清川線 中芳養工区開通
元町新庄線 海蔵寺工区開通
和歌山下津港海南地区津波対策事業着手

2009年度
（平成21年）

国道24号 和歌山バイパス全線供用開始
堺～岸和田和泉開通により阪和自動車道全線
開通
紀淡連絡道路 現地調査開始（建設省、兵庫県、
和歌山県）
林道水上栃谷線開通
紀の川大堰本体工事着工
国際津波シンポジウム開催

1993年度
（平成5年）

和歌山マリーナシティで世界リゾート博開催（7月
16日～9月25日）
湯浅御坊道路 吉備IC～広川IC開通
国道42号 田辺バイパス暫定開通
国道424号 美山・金屋バイパス 白馬トンネル開
通
広域農道 紀の川地区全線開通
5月29日を紀の国川の日に制定
国際砂防シンポジウム開催（世界リゾート博）
和歌山下津港毛見地区埋立整備事業第二工区
竣工
和歌山下津港雑賀崎地区埋立整備事業第一工
区竣工

1994年度
（平成6年）

阪神・淡路大震災発生
湯浅御坊道路 広川IC～御坊IC開通
南部川 ふるさとの川整備計画認定
災害関連緊急地すべり対策事業 竣工式（金屋
町西ヶ峰、沼田地区）
毛原宮地区（紀見野町） 特定利用斜面保全事
業完成
和歌山下津港－釜山港定期コンテナ航路開設
南紀白浜空港（新空港）滑走路1,800ｍ供用開始

1995年度
（平成7年）

砂防ボランティア和歌山県協会設立（都道府県で
は全国初）
国道169号 奧瀞道路（1期）工事完成
国道42号 日置川道路全線開通
広域農道 南紀地区全線開通
本宮町特定環境保全公共下水道 川湯処理区供
用開始（県代行）

1996年度
（平成8年）

県道龍神中辺路線開通
広域農道 日高地区全線開通

1997年度
（平成9年）

和歌山県公共事業再評価委員会設置
那智勝浦道路起工式
京奈和自動車道 橋本道路起工式
近畿自動車道紀勢線 御坊～南部起工式
国道311号 本宮町～上富田町開通
新宮川から熊野川へ名称変更
日高港港湾整備（第1期）事業着手

1998年度
（平成10年）

南紀熊野体験博開催（4月29日～9月19日）
県道樫野串本線 くしもと大橋開通
和歌山下津港内港地区排水機場完成
河川審議会設立
椎の浦地区（那智勝浦町）特定利用斜面保全事
業完成
土木防災情報システム（河川・砂防情報システ
ム）、土石流警戒システム運用開始
県立橋本体育館完成

1999年度
（平成11年）

国道424号 金屋バイパス全線開通
県道市鹿野鮎川線 新深谷トンネル開通
県道井関御坊線 新鹿ヶ瀬トンネル開通
県道上富田すさみ線 生馬橋開通
猪谷川水辺公園（ふるさと砂防事業）完成（美山
村）
南紀白浜空港（新空港）滑走路2,000ｍ供用開始

2000年度
（平成12年）



国道371号 橋本バイパス 柱本～慶賀野開通
国道370号 重根拡幅一部開通
国道425号 王子川谷拡幅全線開通
阪和自動車道 海南IC ～有田IC下り2車線完成
国道425号 切目川バイパス 高串～田ノ垣内開通
国道424号 福井バイパス全線開通
国道371号 蔵土バイパス全線開通
国道424号 南部川谷拡幅全線開通
雨量・河川水位等のデータ放送開始
（NHK・テレビ和歌山）
古座川洪水予報開始
和歌山下津港臨港道路 紀の川右岸線供用

2010年度
（平成22年）

台風12号（8月30日～9月5日）
死者56名、行方不明5名（紀伊半島大水害）
阪和自動車道 海南IC～有田IC4車線化完成
県道あけぼの広角線 全線開通
県道御坊由良線 小引工区開通
県道西川原粉河線 全線開通
紀の川大堰建設事業完了
湯浅広港津波防波堤完成

2011年度
（平成23年）

京奈和自動車道 紀北東道路
高野口IC～紀北かつらぎIC開通
町道 大谷連絡線全線開通（県代行）
国道168号 日足道路 日足～能城山本開通
国道424号 滝頭拡幅全線開通
国道370号 美里バイパス全線開通
国道370号 毛原工区全線開通
国道480号 岩野河バイパス全線開通
国道168号 本宮道路全線開通
大滝ダム完成
串本地区（串本町）特定利用斜面保全事業完成

2012年度
（平成24年）

京奈和自動車道 紀北東道路 紀北かつらぎIC 
～紀の川IC開通
国道425号 切目川バイパス全線開通
国道42号 田辺西バイパス 稲荷町～芳養町開通
国道168号 日足道路全線開通
熊野川（日足、本宮）洪水予報開始
秋葉山公園県民水泳場供用

2013年度
（平成25年）

国道371号 橋本バイパス 東家～三石台開通
(一部暫定2車線)
国道371号 高野山道路全線開通
国道370号 重根拡幅全線開通
県道有田湯浅線 田～栖原工区開通
県道粉河加太線 直川工区開通
県道三田三葛線 和田工区開通
県道和歌山橋本線 西渋田～東渋田工区開通
伏菟野地区特定緊急地すべり対策事業完成
新宮港緑地竣工

2014年度
（平成26年）

紀の国わかやま国体・大会開催（9月26日～10
月26日）
紀勢自動車道 南紀田辺IC ～南紀白浜IC開通
紀勢自動車道 南紀白浜IC ～すさみ南IC開通
京奈和自動車道 紀北西道路 紀の川IC～岩出
根来ＩＣ開通
県道和歌山橋本線 和田工区、遠方工区開通
県道那智勝浦古座川線 山手～中山崎工区開通
国道370 号 小畑～動木工区開通
国道26号 第二阪和国道 平井ランプ～大谷ラ
ンプ開通
国道169 号 奥瀞道路（Ⅱ期）開通
那智勝浦新宮道路（那智勝浦IC ～市屋）開通
国道424 号 清川工区部分供用
県道白浜温泉線 白浜～富田工区部分開通
県道御坊湯浅線 衣奈～門前工区開通
切目川ダム完成

2015年度
（平成27年）

京奈和自動車道 紀北西道路 岩出根来ＩＣ～
和歌山ＪＣＴ開通
国道424号 木津バイパス開通
和歌山県土砂災害啓発センター完成

2016年度
（平成28年）

都市計画道路西脇山口線 田屋工区開通
国道26号 第二阪和国道 淡輪ランプ～平井ラ
ンプ開通
国道480号 鍋谷峠道路開通
国道424号 清川工区全線開通
国道370号 美里3バイパス部分供用
国道371号 龍神殿原工区開通
県道芳養清川線 中芳養工区・面谷トンネル開
通

2017年度
（平成29年）

阪和自動車道 和歌山南スマートIC開通
都市計画道路北島湊線 北島橋～紀ノ川大橋
開通
県道白浜温泉線 才野ランプ～空港東交差点
開通
県道和歌山打田線 岩出橋新橋供用
県道和歌山橋本線 和田～吉礼開通
県道三田海南線 和田～冬野開通

2018年度
（平成30年）

都市計画道路西脇山口線 川永工区暫定開通
国道370号 阪井バイパス開通
県道那賀かつらぎ線 笠田中開通
県道岩出野上線 諸井橋新橋供用
県道垣内貴志川線 愛宕橋新橋供用
県道山内恋野線 恋野橋新橋供用
南紀白浜空港の㈱南紀白浜エアポートによる
民間運営開始

2019年度
（令和元年）

国道425号 川又工区全線開通
紀の川岩出狭窄部対策事業完了

2020年度
（令和2年）

近畿自動車道紀勢線 有田IC～印南IC4車線化
完成
都市計画道路 西脇山口線全線開通
国道424号 青田工区全線開通
国道42号 冷水拡幅 海南市冷水～藤白間開通
国道42号 田辺西バイパス全線開通
広域農道 紀の川左岸地区全線開通
新宮川水系河川整備基本方針変更
新宮川水系（熊野川）河川整備計画策定

2021年度
（令和3年)

都市計画道路 南港山東線全線開通
国道42号 有田海南道路 有田市野～新堂間開通
国道370号 美里2バイパス全線開通
国道370号 美里4工区国吉毛原トンネル開通
広域農道 紀の里地区全線開通

2022年度
（令和4年)

梅雨前線による大雨及び台風第2号（6月2日～
3日）。死者2名、行方不明1名
国道424号 切目辻トンネル開通
県道すさみ古座線 周参見～小河内開通
気候変動を踏まえた河川整備計画策定（周参
見川水系、印南川水系）
気候変動を踏まえた河川整備基本方針策定
（山田川水系）
南紀白浜空港の国際線ターミナルビルを活用
した国際チャーター便の受け入れ開始
南紀白浜空港の愛称を「熊野白浜リゾート空
港」に決定

2023年度
（令和5年)

国道371号 石仏バイパス、天見紀見トンネル開
通
県道紀伊停車場田井ノ瀬線 新南田井ノ瀬橋
開通
国道42号 新宮紀宝道路開通
日高川水系西川を特定都市河川に指定
和歌山下津港 港湾計画改訂

2024年度
（令和6年）

熊野白浜リゾート空港 特定利用空港に追加
国道42号 冷水拡幅及び有田海南道路 海南市
下津町小南～海南市冷水間開通
日高川水系西川流域水害対策計画策定
国道168号 相賀トンネル開通
県道海南金屋線 鏡石トンネル開通

2025年度
（令和7年）



【予算の推移】

【令和８年度当初予算（一般会計）】
和歌山県の令和８年度当初における県土整備部予算は80,861百万円で、これは県全体歳出予算649,851百万円

の約12％を占めています。

県土整備部予算のシェア 予算科目別構成比（一般会計）

２．県土整備部の予算

●総予算額

●投資的事業費及び維持修繕事業費（一般会計）

R8年度R7年度R6年度R5年度R4年度年 度
当初2月現計当初2月現計当初2月現計当初2月現計当初項 目
44,767,99565,023,75244,432,26567,402,55643,531,21281,606,21643,423,41281,478,51443,025,672補 助 事 業
1,735,4591,278,4731,461,4641,409,8901,470,8731,552,9041,389,4601,549,5181,305,558用 地 対 策 課
18,68527,67914,0747,86910,74618,89929,13516,10516,105道 路 政 策 課

10,034,07213,854,68210,137,19212,687,90310,284,45414,056,0635,683,38313,002,8365,803,220道 路 保 全 課
15,370,39916,637,59216,000,79819,952,46315,727,20229,223,90820,564,30334,031,08520,514,585道 路 建 設 課
4,721,96412,304,5504,796,25311,359,6174,873,39813,461,6244,847,12011,852,4915,029,484河 川 課
5,909,6949,657,8785,632,00511,389,2224,971,30311,028,7214,972,6899,443,1174,972,930砂 防 課

8,5004,4348,5004,8868,50024,93465,12562,81166,187下 水 道 課
555,890629,212590,227897,305622,791293,006308,376509,223327,961都 市 政 策 課

1,012,9261,930,9151,009,059710,4731,058,0411,269,6611,295,771824,914829,921建 築 住 宅 課
1,786,050955,813769,800696,450696,450560,075541,200306,600306,600港 湾 空 港 振 興 課
3,623,3567,742,5244,102,8938,286,4783,807,45410,116,4213,726,8509,879,8143,853,121港 湾 漁 港 整 備 課
13,582,63214,124,43913,948,52814,232,19114,254,79216,243,50714,460,78614,179,85214,322,506単 独 事 業

---------県 土 整 備 政 策 課
311,490225,998225,998227,697227,697220,081214,928238,848243,384技 術 調 査 課

---------検 査 ・ 技 術 支 援 課
28,88028,91028,91099,90899,09896,29996,299115,568115,568用 地 対 策 課
68,000153,000153,00088,00088,00088,00088,00066,00066,000道 路 政 策 課

5,303,8195,367,6515,172,4684,693,1814,764,9524,801,0994,772,9464,439,8554,608,408道 路 保 全 課
2,984,3322,963,1302,963,1303,481,0583,524,0583,814,9453,725,6063,702,5313,702,531道 路 建 設 課
2,961,5913,025,9043,003,0192,987,5732,991,0733,475,1222,992,0743,052,5452,994,308河 川 課
555,685883,960873,360890,729869,3692,076,349904,430644,761686,084砂 防 課
299,174314,169314,169323,166323,166364,502364,502356,870356,870下 水 道 課
68,88057,03857,038293,259275,684314,760289,370399,469389,469都 市 政 策 課
301,064412,899412,899473,903382,948262,457293,748287,631277,950建 築 住 宅 課
175,847116,644164,401164,702148,922111,95487,364154,223145,683港 湾 空 港 振 興 課
523,870575,136580,136509,825559,825617,939631,519721,551736,251港 湾 漁 港 整 備 課

7,604,00110,262,9709,038,26414,972,17213,673,02014,795,47713,337,48711,635,82713,483,391国直轄事業負担金
65,963,62889,411,16167,419,05796,606,91971,459,024112,645,20071,221,685107,294,19370,831,569小 計
6,262,9002,337,7017,785,4005,460,59511,433,16713,530,4575,956,030496,8215,944,145災害復旧事業
72,226,52891,748,86275,204,457102,067,51482,892,191126,175,65777,177,715107,791,01476,775,714合 計

R8年度R7年度R6年度R5年度R4年度年 度
当初2月現計当初2月現計当初2月現計当初2月現計当初予算科目
80,860,711100,327,82983,622,478109,611,41090,548,080133,323,95284,859,185115,030,30484,241,773一 般 会 計
1,735,4591,278,4731,461,4641,409,8901,470,8731,552,9041,389,4601,555,5181,312,558企 画 費
263,131260,841260,841278,887278,887306,842306,842306,482306,482環 境 対 策 費

-136,500210,00039,79542,00019,63656,6251,013,337911,487農 地 費
---------林 業 費

1,450,2722,882,9201,527,8812,729,6191,452,8833,336,4041,580,1103,001,3871,642,341水 産 業 費
4,251,9804,439,6714,243,3254,087,7043,917,7183,326,5263,953,5553,934,3733,987,074土 木 管 理 費
37,124,50745,213,58739,004,47151,409,78443,867,46561,549,94343,643,90660,141,41742,339,703道 路 橋 り よ う 費
16,158,50128,649,38016,492,45129,388,43116,021,09032,846,78916,133,37927,954,67916,064,299河 川 海 岸 費
6,906,7197,912,1945,980,4198,399,4235,677,0989,585,7225,291,0949,392,8915,747,207港 湾 費
5,079,5834,667,7705,048,9305,054,6194,706,8265,381,4454,660,9005,919,7884,684,866都 市 計 画 費
1,627,6592,548,7921,607,2961,352,6631,680,0731,887,2841,887,2841,313,6111,301,611住 宅 費
6,262,9002,337,7017,785,4005,460,59511,433,16713,530,4575,956,030496,8215,944,145災 害 復 旧 費
6,551,3405,574,7216,680,8365,577,3496,418,8395,924,4437,379,4177,332,0437,704,415特 別 会 計
550,772682,658693,701655,075528,309619,056511,216555,702507,975港 湾 施 設 管 理
948,390553,9421,563,7671,029,2411,682,6701,309,3582,739,8952,940,8723,306,999用 地 取 得 事 業

5,052,1784,338,1214,423,3683,893,0334,207,8603,996,0294,128,3063,835,4693,889,441流 域 下 水 道 事 業
87,412,051105,902,55090,303,314115,188,75996,966,919139,248,39592,238,602122,362,34791,946,188合 計

※一般会計の総予算額から職員費等消費的経費を控除し、事業所管課毎に整理

（単位：千円）

（単位：千円）



３．県土整備部の組織

海岸の整備及び港湾、海岸、漁港の
津波対策に係る業務

高速道路の整備推進、進行管理に係
る業務

土砂災害防止のための情報発信と
施設整備、管理に係る業務

（2026年４月１日現在）

（2026年４月１日現在）○県土整備部組織機構図及び主な業務

港湾、漁港の整備に係る業務

県土整備部

県土整備政策局

道 路 局

河川下水道局

都市住宅局

港湾空港局

県土整備政策課

技術調査課

検査・技術支援課

用地対策課

高速道路推進室
道路保全課

道路建設課

河 川 課

砂 防 課
下 水 道 課

都市政策課
建築住宅課
公共建築課

港湾空港振興課
港湾漁港整備課

津波堤防整備室

県土整備行政推進のための総合的企画、調整及び総括的業務

県土整備に関する適正な公共調達の実現及び建設業の健全な
発展に係る業務

工事検査等及び技術力向上に係る研修並びに市町村への技術
支援に係る業務

県土整備事業における用地取得の促進に係る業務、地籍調査
に関する支援業務

道路整備を促進するための企画、調整に係る業務

道路の保全及び管理に係る業務

国道、県道、街路及び農道の整備、市町村道の整備支援に係
る業務

流域下水道の整備、管理及び公共下水道、合併処理浄化槽の
整備促進に係る業務

都市計画の立案、まちづくり事業、県営都市公園の整備、
管理、開発許可制度の運用及び盛土規制法に係る業務

県営住宅の整備、管理及び住環境の整備促進、建築物の耐震化促
進、建築指導、宅地建物取引業及び不動産鑑定士等に係る業務

県有建築物の建設、整備、保全支援に係る業務

港湾、漁港、空港の振興、管理に係る業務

河川やダムの整備、管理や部の防災対策に係る業務

和歌山県土砂災害啓発センター

和歌山下津港湾事務所

建設部建設部

○振興局建設部の組織図
○振興局（７）（海草、那賀、伊都、有田、日高、西牟婁、東牟婁）

（串本は総務用地課）

（串本は無し）

（西牟婁のみ）

（海草は管理保全第一課及び管理保全第二課）

（日高は道路課及び河港課）

（海草のみ）

（海草）

（※東牟婁は串本
（※建設部と新宮
（※建設部）

総務調整課

用地課

建築課

管理保全課

工務課

街路公園課

海南工事事務所

ダム管理事務所（二川（有田）、椿山（日高）、七川（串本））
紀の川流域下水道事務所（那賀）、広川出張所（有田）
近畿自動車道紀南高速事務所（新宮）

○振興局建設部所在図及び所管区域図

道路政策課



https://kasensabo01.pref.wakayama.lg.jp/mainMap.html

http://kasensabo01.pref.wakayama.lg.jp/keitai/

https://sabomap.pref.wakayama.jp/

和歌山県提供の洪水、災害関連情報

河川雨量情報

スマートフォン以外の方はこちら
（河川雨量・土砂災害警戒情報）

土砂災害警戒区域等

https://kasensabo01.pref.wakayama.lg.jp/mainDoshaMap.html

土砂災害警戒情報

２０２６（令和８）年度
和歌山県県土整備の概要
制作：和歌山県県土整備部
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